
三
つ
の
共
同
目
標
を
め
ざ
し

て
大
き
な
前
進
を
―
―
田
辺

準
也
代
表
世
話
人
・
開
会
挨

拶
安
倍
内
閣
の
暴
走
は
と
ど
ま

る
所
が
な
い
。
ろ
く
に
論
議
も

せ
ず
に
採
決
を
行
う
。
国
民
の

側
の
反
撃
も
め
ざ
ま
し
い
。
３

０
０
０
万
署
名
の
力
も
発
揮
さ

れ
て
い
る
。
《
講
演
と
文
化
の

夕
べ
》
で
時
代
へ
の
怒
り
、
革

新
懇
運
動
へ
の
期
待
が
示
さ
れ

た
。
私
た
ち
の
運
動
の
一
層
の

発
展
を
め
ざ
そ
う
。

か
つ
て
な
い
統
一
の
展
望
が

つ
く
ら
れ
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
革
新
懇
運
動
を
―
―
村

上
俊
雄
事
務
室
長
・
運
動
方

針
案
提
案

１
９
８
０
年
社
公
合
意
で
革

新
統
一
が
崩
さ
れ
、
40
年
近
く

た
っ
て
、
新
し
い
統
一
が
つ
く

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
市
民
と
野
党

の
共
闘
で
参
院
選
・
総
選
挙
が

闘
わ
れ
、
国
会
内
で
も
野
党
の

共
闘
が
進
み
、
政
府
へ
の
追
及
、

法
案
の
提
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。

統
一
戦
線
結
成
に
ふ
さ
わ
し
い

革
新
懇
運
動
を
つ
く
ろ
う
。
２

０
１
８
年
が
新
し
い
歴
史
の
転

換
点
で
あ
っ
た
と
思
い
起
こ
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
時
点
に
あ
る
。

【
討
論
】

吉
村
譲
（
守
山
区
革
新
懇
）
―

―
３
０
０
０
万
署
名
は
二
万
二

千
目
標
の
半
分
を
や
り
切
っ
た
。

毎
週
、
小
幡
駅
で
10
～
15
人
で

30
～
40
筆
と
っ
て
い
る
。
１
人

で
２
１
０
０
筆
や
っ
た
人
も
。

９
条
の
会
で
は
諏
訪
哲
史
さ
ん

（
芥
川
賞
作
家
）
を
呼
び
、
１

８
０
人
が
集
っ
た
。
全
国
交
流

会
に
45
名
、
前
川
講
演
会
に
41

名
参
加
。
今
年
の
総
会
に
は
五

十
嵐
仁
さ
ん
を
招
い
て
50
名
。

い
ま
革
新
懇
運
動
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
読
者
は
73

名
。
会
員
66
名
。
目
標
は
80
名
。

尾
鍋
昭
彦
（
瑞
穂
区
革
新
懇
）

―
―
３
０
０
０
万
署
名
は
毎
月

19
日
に
10
～
20
名
で
新
瑞
橋
で
。

３
日
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
。

団
地
訪
問
は
10
回
、
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
８
～
10
人
で
訪
問
、

１
時
間
で
30
筆
く
ら
い
。
郵
送

で
送
ら
れ
る
こ
と
も
。
区
内
の

寺
社
・
教
会
訪
問
を
手
紙
、
電

話
で
知
ら
せ
て
出
か
け
て
い
る
。

２
０
０
筆
取
っ
た
と
い
う
住
職

と
話
が
弾
ん
だ
。
目
標
は
２
万
。

１
１
０
０
０
筆
達
成
。

中
島
信
行
（
緑
平
民
懇
）
―
―

月
一
回
世
話
人
会
を
行
い
、
ニ
ュ
ー

ス
も
月
一
回
発
行
し
１
４
０
号

に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
を
通
し

て
会
員
同
士
の
交
流
を
は
か
り

た
い
。
今
度
、
初
め
て
平
民
懇

カ
フ
ェ
を
や
る
。
テ
ー
マ
は
介

護
問
題
。
３
区
で
市
民
と
野
党

の
共
闘
を
進
め
て
き
た
。
近
藤

昭
一
議
員
に
は
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
報
告
会
を
や
っ
て
も

ら
う
（
３
回
目
）
。
市
民
が
国

会
議
員
に
注
目
し
て
い
る
こ
と

を
伝
え
た
い
。
も
っ
と
市
民
に

ウ
ィ
ン
グ
を
拡
げ
た
い
。

鈴
木
勝
（
革
新
・
あ
つ
た
の
会
）

―
ニ
ュ
ー
ス
読
者
80
名
。
追
加

決
議
で
１
０
０
名
を
超
え
る
こ

と
を
決
め
た
。
革
新
懇
運
動
を

強
め
る
こ
と
が
必
要
と
会
員
か

ら
突
き
上
げ
ら
れ
た
。
区
内
に

は
労
働
組
合
が
75
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
（
機
関
紙
）
、

パ
ン
フ
を
セ
ッ
ト
し
て
労
組
を

訪
問
し
て
い
る
。
75
の
労
組
の

内
、
50
は
連
合
系
。
訪
問
し
て

わ
か
っ
た
こ
と
は
革
新
懇
へ
の

加
入
は
無
理
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
応
じ
て
く
れ
る
。
愛
知
機

械
、
愛
知
時
計
な
ど
も
原
発
ゼ

ロ
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
安

倍
改
憲
な
ど
運
動
で
は
協
力
が

可
能
。
区
内
に
は
名
古
屋
学
院

大
学
が
あ
り
、
４
人
の
教
授
が

会
員
、
平
和
学
研
究
会
、
１
０

０
０
人
委
員
会
、
と
も
連
携
し

て
い
き
た
い
。

古
川
大
暁
（
民
青
）
―
―
い
ま
、

力
を
合
わ
せ
れ
ば
政
治
を
変
え

る
こ
と
が
出
来
る
。
沖
縄
知
事

選
で
青
年
は
大
い
に
励
ま
さ
れ

た
。
ど
ん
な
大
き
な
相
手
で
も

闘
っ
て
勝
つ
こ
と
が
出
来
る
。

ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
で
民
主

党
が
下
院
で
勝
利
。
青
年
・
学

生
の
現
実
は
厳
し
い
。
青
年
と

接
す
る
時
、
質
問
の
仕
方
を
工

夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ま
、

現
状
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
だ
。

荒
川
和
美
（
弁
護
士
・
自
由
法

曹
団
幹
事
長
）
―
―
愛
知
弁
護

士
会
と
し
て
は
憲
法
問
題
委
員

会
で
論
議
し
て
い
る
。
弁
護
士

会
は
「
改
憲
の
必
要
な
し
」
と

い
う
空
気
。
し
か
し
全
体
と
し

て
反
対
を
表
明
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

岡
崎
九
条
の
会
で
木
村
草
太

教
授
を
呼
ん
だ
。
い
ま
国
民
は

自
衛
隊
を
憲
法
上
認
め
て
い
る
。

木
村
教
授
は
自
衛
隊
は
憲
法
13

条
（
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求

の
権
利
）
に
基
づ
い
て
つ
く
ら

れ
て
い
る
と
し
、
国
会
答
弁
で

も
政
府
は
こ
う
答
弁
。
生
命
・

自
由
・
幸
福
追
求
の
権
利
の
た

め
に
自
衛
隊
が
あ
る
の
で
あ
り
、

個
別
的
自
衛
権
へ
の
対
応
だ
け

が
許
さ
れ
て
い
る
。
集
団
的
自

衛
権
行
使
は
出
来
な
い
。
首
相

は
９
条
３
項
に
自
衛
隊
を
書
き

込
む
だ
け
だ
と
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
衛
隊
の
性
格
は
大

き
く
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

国
民
投
票
を
仕
掛
け
て
く
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
９
条
に

自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
が
大

変
な
こ
と
だ
と
明
確
に
意
思
表

示
す
る
人
が
多
数
に
な
れ
ば
改
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第３９回総会

12
月
１
日
、
第
39
回
総
会
を
開
催
。
①
安
倍
暴
走
政
治
・
立
憲
主
義

無
視
の
下
で
、
新
し
い
統
一
・
市
民
と
野
党
の
共
闘
・
連
合
政
府
へ
の

展
望
②
３
０
０
０
万
署
名
の
総
括
③
知
事
選
・
地
方
選
・
参
院
選
勝
利

と
革
新
懇
の
役
割
④
情
勢
に
ふ
さ
わ
し
い
革
新
懇
運
動
の
課
題
―
以
上

を
討
論
の
柱
と
し
た
。
参
加
は
19
地
域
革
新
懇
、
６
職
場
革
新
懇
、
13

賛
同
団
体
、
52
名
。
座
長
は
見
崎
徳
弘
、
中
西
八
郎
代
表
世
話
人
が
行

い
ま
し
た
。

市民と野党の共闘前進へ・連合政府への展望を

情勢にふさわしい革新懇運動を！

憲
発
議
は
で
き
な
く
な
る
。
引

き
続
き
３
０
０
０
万
人
署
名
を

や
り
切
ろ
う
。
沈
黙
し
て
い
る

多
数
派
が
投
票
に
い
く
よ
う
に

な
れ
ば
政
治
は
変
わ
る
。

榑
松
佐
一
（
革
新
・
県
政
の
会
・

知
事
選
候
補
者
挨
拶
）
―
―
急

遽
、
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
生
活
保
護
、
子

ど
も
の
貧
困
、
会
社
を
解
雇
さ

れ
た
人
た
ち
、
外
国
人
研
修
生

に
か
か
わ
り
、
自
治
体
交
渉
も

行
っ
て
き
た
。
政
治
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
出
入

国
管
理
法
を
強
行
し
て
、
安
く

て
若
い
労
働
力
を
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
年
収
２
０
０
万
以

下
で
働
か
さ
れ
、
日
本
の
若
い

人
た
ち
と
競
合
さ
せ
る
。
外
国

人
労
働
力
の
問
題
は
ネ
ッ
ト
上

で
は
反
応
が
大
き
い
。

植
田
和
男
（
日
本
共
産
党
愛
知

県
委
員
会
）
―
―
安
倍
政
権
の

政
策
は
破
綻
し
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
安
倍
政
権
に
印
籠
を

渡
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

大
村
県
政
も
ま
た
リ
ニ
ア
・
水

素
自
動
車
・
三
菱
航
空
機
（
Ｍ

Ｒ
Ｊ
）
で
壁
に
突
き
当
た
っ
て

い
る
。
中
部
国
際
空
港
で
は
第

二
滑
走
路
を
造
り
カ
ジ
ノ
の
拠

点
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
県

営
名
古
屋
空
港
に
も
Ｆ
35
の
整

備
工
場
（
ア
メ
リ
カ
を
除
く
と

世
界
で
唯
一
つ
の
工
場
）
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち

は
共
闘
を
つ
く
る
た
め
力
を
尽

く
す
。
三
つ
の
共
同
目
標
に
向

け
て
力
を
尽
く
し
た
い
。

立
松
堯
一
（
春
日
井
革
新
懇
）

―
―
革
新
懇
が
平
和
委
員
会
、

新
婦
人
、
共
産
党
な
ど
に
呼
び

か
け
て
改
憲
阻
止
の
運
動
を
10

年
間
続
け
て
き
た
。
こ
の
共
同

が
九
条
の
会
、
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
と
の
連
携
を
つ
く
り
出
し
て

来
た
。
３
０
０
０
万
署
名
に
向

け
て
今
後
と
も
活
動
を
進
め
て

行
く
。

菊
池
竹
美
（
新
日
鉄
革
新
懇
）

―
―
社
名
は
来
年
、
日
本
製
鉄

に
な
る
。
地
域
革
新
懇
の
活
動

を
聞
い
て
い
て
職
場
革
新
懇
と

し
て
心
苦

し
い
思
い
。

大
企
業
の

職
場
が
変

わ
ら
な
い

と
日
本
は

変
わ
ら
な

い
。
毎
週

月

曜

日

（
７
～
８

時
）
、
産

業
道
路
の

陸
橋
で
宣

伝
を
行
っ

て
い
る
。
職
場
を
ど
う
す
る
の

か
、
Ｏ
Ｂ
が
14
人
集
ま
っ
て
懇

親
会
を
行
っ
た
。
30
年
、
40
年

一
緒
に
や
っ
て
き
た
人
に
革
新

懇
運
動
を
訴
え
た
。

小
玉
新
吉
（
中
川
革
新
懇
）
―

―
３
０
０
０
万
署
名
に
向
け
２

回
学
習
会
を
行
っ
た
。
毎
月
２

回
ず
つ
ス
ー
パ
ー
前
で
署
名
活

動
を
や
っ
て
い
る
。
１
４
０
０

０
筆
を
達
成
し
て
い
る
が
目
標

50
％
に
達
し
て
い
な
い
。
今
後

も
節
分
・
梅
ま
つ
り
な
ど
で
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。
ア
メ
リ

カ
国
内
で
世
界
中
の
ア
メ
リ
カ

軍
基
地
を
な
く
す
る
動
き
が
う

ま
れ
て
い
る
。
玉
城
沖
縄
県
知

事
が
ア
メ
リ
カ
、
国
連
で
も
訴

え
て
い
る
。
世
界
中
の
ア
メ
リ

カ
軍
基
地
を
な
く
す
る
動
き
に

つ
い
て
学
習
会
を
も
ち
た
い
。

服
部
守
延
（
県
商
工
団
体
連
合

会
）
―
―
消
費
税
10
％
ア
ッ
プ

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
８
％

の
軽
減
税
率
に
つ
い
て
は
半
数

だ
け
が
知
っ
て
い
る
。
イ
ン
ボ

イ
ス
は
誰
も
知
ら
な
い
。
10
％

ア
ッ
プ
阻
止
の
運
動
を
進
め
た

い
。
全
国
知
事
会
は
日
米
地
位

協
定
の
改
定
を
求
め
、
同
じ
く

知
事
会
は
、
国
保
料
の
値
上
げ

を
緩
和
す
る
た
め
に
１
兆
円
の

補
助
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
地
方
か
ら
運
動
を
進
め
た

い
。

石
田
邦
芳
（
革
新
・
岡
崎
の
会
）

―
―
革
新
懇
が
よ
び
か
け
て
３

０
０
０
万
署
名
の
運
動
を
行
っ

て
い
る
。
月
１
回
会
議
を
行
っ

て
い
る
。
ピ
ア
ゴ
、
東
岡
崎
駅

で
や
っ
た
り
し
て
い
る
。
時
刻

を
変
え
て
反
応
を
確
か
め
た
り

し
て
い
る
。
全
戸
訪
問
も
月
１

回
や
っ
て
い
る
。
膝
を
交
え
て

の
交
流
を
大
切
に
。
宣
伝
中
に

「
共
産
党
が
ま
と
め
な
い
と
野

党
共
闘
は
出
来
な
い
」
と
声
が

か
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

選
挙
勝
利
、
会
員
拡
大
に
力
を

尽
く
そ
う
―
―
大
島
良
満
代
表

世
話
人
・
閉
会
挨
拶

来
年
は
選
挙
の
年
、
２
月
知

事
選
、
４
月
統
一
選
、
７
月
参

議
院
選
―
―
日
本
の
将
来
を
決

す
る
大
切
な
取
り
組
み
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
勝
利
し
よ
う
。

女
性
の
発
言
が
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
。

最
後
に
こ
う
し
た
課
題
に
応

え
る
た
め
に
革
新
懇
の
拡
大
・

強
化
、
会
員
増
や
し
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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【運動方針の提案】

情勢の特徴と革新懇運動の総括――①３０００万署名

運動が進む。１７００万筆を達成。県下で７２万筆。通

常国会・臨時国会での改憲案の提起をさせていない②国

会でのモリ・カケ・日報追及、朝鮮半島非核化がすすむ。

11・３一万人市民アクションが憲法会議・九条の会・市

民アクションの呼びかけで実施③辺野古新基地建設阻止、

オール沖縄で３連勝――沖縄へのカンパ、連帯行動に取

り組む。≪沖縄のように闘えば勝てる≫④統一戦線結成

をめざす――『講演と文化の夕べ』は１３００余名の参

加で成功。取り組みの中で新しい革新懇の方向がつかめ

た。市民と野党の共闘は昨年の総選挙での成果の上に新

しい活動が各地で進行中。

運動の方向と革新懇の役割――①３０００万署名の達

成に向け、これまでの活動の総括を行う。憲法を暮らし・

政治に生かすことを語りかける②選挙における共闘づく

りで革新懇が要・架け橋の役割をはたす。野党共闘の前

進（安倍暴走国会の追及・20法案の共同提出）を学ぶ。

選挙での革新懇運動の役割をつかむ③愛知県知事選（２/

３）で榑松佐一愛労連議長・革新愛知の会代表世話人を

知事候補として推薦。革新県政の実現のために奮闘する

④情勢に見合う革新懇の組織づくりをはかる――◎事務

室長会議１月15日開催◎全国革新懇ニュースを54部増や

して２０００部達成し、さらに３０００部へ◎昭和区、

東区、安城市での革新懇結成を◎職場革新懇運動の前進

◎埼玉県草加市革新懇を訪問し、さいたま総行動につい

ても学ぶ◎東海ブロック会議を行う、など。


